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日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日合商ホームページより   9 月 7 日～ 10 月 5 日までの 新着情報・トピックス  をご確認ください
日合商ホームページには、業界向けの補助金事業等や、国の行政等から発信される最新情報を誰でもご覧いただける【新着情報・トピックス】のページがございます。
ぜひ、ご活用ください。

◦ 9 月 7 日
価格交渉促進月間（9 月）のお知らせ
林野庁から、下請け取引の適正化を図るため、本年 9 月を「価格交
渉促進月間」に設定することを、関係省庁間で合意
◦ 9 月 7 日
創樹社主催　特別オンラインセミナー《実践者に聞くゼロからはじ
める住宅事業者のための DX 入門》のご案内
日合商通信の執筆元でもある、（株）創樹社からのオンラインセミ
ナー（参加費無料）ご案内
◦ 9 月 7 日

「国産材の安定供給体制の構築に向けた需給情報連絡協議会」一般傍
聴受付のご案内
林野庁では国産材の安定供給体制の構築に向けて、川上から川下ま
で幅広く様々な関係者が木材及び苗木等の需給情報の収集・共有を
図るための需給情報連絡協議会を開催。今回の主な議題は、最近の
木材需給動向（ウッドショック等）について、一般からの傍聴も広
く受け付ける
◦ 9 月 8 日
都市における木材需要の拡大事業 / 都市木利用拡大宣言の登録受付
開始のお知らせ
都市木利用拡大宣言の登録受付を開始

◦ 9 月 13 日
林野庁より、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」の
周知依頼
新型コロナウイルス感染症対策に関し、緊急事態措置やまん延防止
等重点措置を講じるべき区域や期間が変更されたことに伴う基本的
対処方針の周知依頼
◦ 9 月 13 日
令和 3 年度「都市における木材需要の拡大事業」及び「木質耐火部
材等利用拡大事業」の募集開始
令和 3 年度「都市における木材需要の拡大事業」及び「木質耐火部
材等利用拡大事業」の 2 事業の募集を 9 月 15 日から開始
◦ 9 月 15 日
林野庁からの「住宅建築用木材製品の需給円滑化」に係る協力依頼
林野庁から日合商へ「住宅建築用木材製品の需給円滑化」に係る協
力依頼
◦ 9 月 24 日
林野庁より「新型コロナワクチン接種証明の利用に関する基本的考
え方について」の周知依頼
令和 3 年 9 月 9 日付で開催された新型コロナウイルス感染症対策本
部において、「新型コロナワクチン接種証明の利用に関する基本的考
え方について」が決定され、国内で接種事実の証明を求めることに
ついて示された「基本的な考え方」について、林野庁より周知依頼

◦ 9 月 29 日
林野庁より、令和 3 年度「しわ寄せ」防止キャンペーン月間の実施
についての周知依頼
林野庁より、下請等中小事業者に対する適正なコスト負担を伴わな
い短納期発注、急な仕様変更、人員派遣の要請及び附帯作業の要請
などの「しわ寄せ」を生じさせないための取組みとして、「しわ寄せ」
防止キャンペーン月間」（11 月）の周知依頼
◦ 10 月 1 日
林野庁より「合法伐採木材等の流通及び利用の促進について」の一
部改正についての周知依頼

「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」（クリーン
ウッド法）に基づく取組の適切な運用等に向けて、林野庁より通知
されていた「合法伐採木材等の流通及び利用の促進について」の一
部、「森林窃盗、無断伐採事案発生の未然防止対策の強化等について」
及び「伐採及び伐採後の造林の届出等の制度の運用について」が改
正されたことに伴い、林野庁から今回の改正に関し周知依頼
◦ 10 月 5 日
林野庁より「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関す
るガイドライン」施行のご案内

「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関するガイドラ
イン」を制定、その内容を日合商へ周知依頼

日合商 支部総会9月の実施報告

総会は書面会議
で実施、全議案
が可決承認され
ました。

新潟地区支部
茅野 与志樹　地区支部長

新潟地区支部
総会は書面会議
で実施、全議案
が可決承認され
ました。

静岡地区支部
原川 誠　地区支部長

静岡地区支部

　　　建築物に利用した木材に係る
　　　炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン
脱炭素社会の実現に向け、2021 年 10 月に「公共建築物等におけ
る木材の利用の促進に関する法律」が改正され、「脱炭素社会の
実現に資する等のための建築物における木材利用の促進に関する
法律」に名称変更して施行されました。これにより、国内の木材
の主な用途である建築物等における木材利用を促進する取組みが
更に進められていきます。木材を利用することで炭素を貯蔵でき、
2050 年カーボンニュートラルにも貢献できることから、木材の炭
素貯蔵量の表示等をまとめた「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に
関するガイドライン」が定められました。このガイドラインには、地球温暖化防
止の観点から、建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量（CO2 換算量）を自らの
発意及び責任で表示する場合の標準的な計算方法及び表示方法が示されています。
また、林野庁ホームページには、本ガイドラインの他、炭素貯蔵量計算シート等
が掲載されています。

解説

※　　　を上に掲載しました。解説

2021年度
第二回理事会並びに第一回合板需給懇談会開催のご案内
　2021 年度第二回理事会並びに第一回合板需給懇談会は、新型コ ロナウイルス感染対策の
ため WEB 会議システムにより 2021 年 10 月 28 日（木）に開催します。
　参加方法は、在京の役付役員等が WEB 会議のホスト設置場所 に集まり、そのほかの理事・
監事はそれぞれのデバイス（パソコン、タブレット、スマホ等） から WEB 会議に参加して頂
きます。

【開催日程・内容】

2. 第一回合板需給懇談会
　・開催日時：同日
　　　　　　　14：30 ～ 16：15
　・開催場所：WEB 開催 
　・議　　題
① 林野庁の行政活動について
② 国内の合板供給動向について
③ 国内各地の合板需要動向について
④ その他（質疑応答等）

1. 第二回理事会
　・開催日時：2021 年 10 月 28 日（木）
　　　　　　　13：30 ～ 14：15
　・開催場所：WEB 開催 
　・審議事項
　　① �2021 年度上期事業報告及び
　　　 収支見込みに関する件
　　② �第 43 回通常総会
　　　 （2022 年度通常総代会）に関する件
　　③ 会勢強化に関する件
　　④ その他
　・報告事項

日本合板商業組合
理事長　足立 建一郎

日合商ホームページ
新着情報・トピックス

日合商ホームページ
新着情報・トピックス
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J K情報センター需要動向予測調査

2021（令和3）年 10 月～ 12 月期見通し
調査の時期と方法
この調査は 2021（令和 3）年 7 月下旬から 8 月上旬までを調査時点として、お取引先 3000
社にインターネットによる調査を行い、回収したものを一括集計したものです。
※ JKHD グループ 19 社のお取引先にも調査依頼をしています。

販売店よる景気動向の推移

販売店よる地域別需要予測

過去 2 年間の仕事量の見通しを
ポイントで表したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中から
お選び頂き、総回答数よりそれぞれの割合を算出し
ました。単位は、「％」となります。

2021 年 10 月－ 12 月
2020 年 10 月－ 12 月

全国　回答数 2,740

北海道	 156
東　北	 232
関　東	 868
甲信越	 191
北　陸	 66

中　部	 239
近　畿	 249
中　国	 152
四　国	 118
九　州	 228 

有効回答数
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北海道	 - ⑤ -0013	 西條産業㈱	 代表取締役	 西條  文雪
東北	 - ③ -0035	 佐藤木材工業㈱東北北上支店	 支店長	 上林  康洋
東北	 - ⑤ -0014	 ㈲堀建材センター	 代表取締役	 堀  利也
東北	 - ⑤ -0015	 ㈱小畑材木店	 代表取締役	 長利紀美子
東京・静岡	 - ② -0218	 丸尾興商㈱	 代表取締役社長	 丸尾  高史
東京・静岡	 - ⑤ -0063	 ㈲静北建販	 代表取締役	 榊原  俊章
東京	 - ③ -0134	 ㈱ハウスマテリアル	 代表取締役	 飯塚  一彦
東京	 - ⑤ -0064	 ㈱山藤	 代表取締役	 佐藤信髙
中部日本	 - ① -0057	 ㈱ウサミ建材	 代表取締役	 宇佐見  孝
中部日本	 - ③ -0042	 後藤木材㈱	 代表取締役	 後藤  栄一郎
中部日本	 - ⑤ -0015	 ㈱ヤマセイ	 代表取締役	 田中  宣之
中部日本	 - ⑤ -0018	 ㈱ヤマウチ	 代表取締役	 山内  剛司
中部日本	 - ⑤ -0019	 三和建販㈱	 代表取締役	 鳥羽  良幸
中部日本	 - ⑤ -0020	 中部ホームサービス㈱	 代表取締役	 大場  吉恭
中部日本	 - ⑤ -0021	 櫻井木材加工㈱	 代表取締役社長	 櫻井  雅規
中部日本	 - ⑤ -0022	 ㈱サンコー	 代表取締役	 加藤  秀司
関西	 - ⑤ -0052	 テツイ建販㈲	 代表取締役	 鐡井  克彦
九州	 - ① -0118	 ㈱九州恵商会	 代表取締役	 岩田  安樹繁
九州	 - ⑤ -0018	 志岐産業㈱	 代表取締役	 志岐  和重
東京 S	 - ⑤ -0004	 JKI ㈱	 代表取締役	 大平  和彦

2021 年
9 月29 日現在

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 20 社

日合商WEBセミナー
アーカイブ視聴が可能です !!

www.nichigosho.net/member/seminar/

日合商 WEB セミナーのライブ配信をご覧になれない会員様には、
配信終了後の翌日から、組合員専用ページ【セミナー動画】よりアー
カイブ動画が視聴いただけます。

① 組合員専用ページ（日合商メールマガジン）にログイン
　 《組合員専用ページへのログイン方法》
　  ・ホームページからのログイン（ID とパスワードが必要）
　　 ID：nichigosho　　パスワード：reiwa03（ゼロサン）
　  ・QR コードから　組合員専用ページを読み込む

② 日合商 WEB セミナーのセミナー名をクリック

③ セミナー動画をご視聴ください

【セミナー動画】の視聴方法

組合員専用ページ
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概  要
　2021 年 8 月の新設住宅着工戸数は 74,303 戸（前年同月比 7.5％増）で 6 カ月連
続の増加となった。その内、木造住宅は 44,587 戸（前年同月比 16.1％増）で 4 カ
月連続の増加となった。季節調整済年率換算値は 85.5 万戸で前月比 7.7％減、先
月の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では持家が 25,100 戸（前年同月比 14.5％増）で 10 カ月連続の増加、
貸家は 28,733 戸（同比 3.8％増）で 6 カ月連続の増加、分譲 19,936 戸（同比 5.3％増）
で 2 カ月連続の増加となった。分譲の内訳はマンションが 7,968 戸（同比 15.0％減）
で先月の増加から再びの減少、戸建ては 11,783 戸（同比 24.6％増）と 4 カ月連続
の増加となった。持家、貸家及び分譲住宅が増加したため、全体で前年同月比 7.5％
の増加となった。

国内・外合板の供給量
　8 月の国内合板生産量は 25.0 万㎥（前月比 90.4％、前年同月比 116.2％）と発
表された。その内、針葉樹合板の生産量は 24.3 万㎥（同比 90.0％、117.1％）となり、
出荷量は 24.5 万㎥（同比 89.8％、112.0％）で在庫量は 9.1 万㎥となった。
　輸入合板の 8 月度入荷量は 22.1 万㎥（前月比 96.4％、前年同月比 135.9％）と

なった。国別入荷量は、マレーシアが 5.5 万㎥、インドネシアが 6.8 万㎥、中国が
7.4 万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、丸太不足や働き方改革等による人手不足の中でも、生産も
出荷も旺盛であったことが分かる。プレカット会社の木材確保が想定より出来て
おり、合板の品薄が続く中で各社発注量を減らしておらず、在庫意欲が高まって
いる。輸入材中心に木質製品の不足感が継続中で、国内丸太も価格は高値を維持
する状態。今月も出荷量が生産量を上回る状況なので、まだ必要量は先手で確保
しておいた方がよい。
　輸入合板に関しては、大方の予想通りに中国以外は減少している。今後もワー
カー不足や原木問題などから、急激な生産増は見込めない状況である。マレーシ
アとインドネシアの状況は、COVID-19 感染状況によって非常に流動的になってい
る。しばらく現地価格は強気で推移すると思われる。港頭在庫が極めて低水準で
あることや、先行き入荷量も更に絞られることから、アイテムによっては欠品状
態が継続され、為替の影響もあり一気に価格の上昇が進んでいる。まだ必要量は
先手で確保しておいた方がよいだろう。

合
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2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）

750
920

1,200
1,690
2,180
1,250
2,850
3,150
2,000
1,600
1,700

9 月15 日

0
+20

0
+40
+80

0
0
0
0
0
0

前週比

750
920

1,200
1,690
2,180
1,250
2,850
3,150
2,000
1,600
1,700

9 月22 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

750
920

1,200
1,690
2,180
1,250
2,850
3,150
2,000
1,600
1,700

9 月29 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

750
950

1,250
1,720
2,200
1,300
2,950
3,250
2,050
1,650
1,750

10 月6 日

0
+30
+50
+30
+20
+50

+100
+100

+50
+50
+50

前週比

組合員・会員同士の親睦を目的に、毎年 11 月に

実施している東京支部、北関東支部、東関東支部、

神奈川支部合同の「第 36 回日合商関東四支部合

同懇親ゴルフ大会」を開催します。

日合商支部 11 月スケジュール

第36 回
日合商関東四支部合同

懇親ゴルフ大会

2021 年11月2日（火）千葉カントリークラブにて

合板　短期需給見通し
2021 年 9 月 7 日（火）、日本合板工業組合連合会・日本
木材輸入協会・日本合板商業組合による「合板需給検討
委員会」を、林野庁木材利用課の陪席をいただいて合板
会館（日合商会議室）において開催。合板の短期需給見
通しを検討し、検討結果は林野庁の木材行政推進のため
の情報として提供しました。

　国産合板の需要
1. 令和 3 年第 2 四半期の実績について　　　今回（826 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�ウッドショックの煽り、生産コストの転嫁等価格上昇による流通の需要の旺盛さは継続し、見込

みを大幅に超える出荷量となり前年比＋ 18.2％であった。

2. 令和 3 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（800 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�前期の発注から今期へ納期の繰り越しのあることや 4 月以降木造の住宅着工数が前年比マイナス

から大幅増加に転じていることから、プレカット工場、ルート向けともに引き合いは旺盛で高い
水準が維持される。結果、前年比＋ 9.1％の高い水準の出荷が見込まれる。

3. 令和 3 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（830 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�今年前半、木材製品に比べて合板の価格上昇は当初緩やかであったが、原木や接着剤等のコスト

アップから毎月の値上げが繰り返し続いている。また、工場在庫も減少が続き生産分の供給しか
できなくなっている。流通は、この状況に対しユーザーへの供給で手一杯、流通在庫補充まで一
巡する見通しは立ちにくい。

　（前年同期との差異について）
　昨年のピークである前年同期に－ 0.9％のほぼ同水準となる見通し。

4. 令和 4 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（800 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�ワクチン接種の希望する人全員が完了し、三回目のブースター接種も見込まれることから住宅着

工の進展は順調に本格的に回復してゆくと思われ、併せて針葉樹構造用合板の需要も続く。加え
て建設需要では、輸入塗装型枠合板の入荷減予想から生産に制限があるものの国内針葉樹塗装型
枠合板への転換による需要も＋要因と見込まれる。

　（前年同期との差異について）
　昨年同期＋ 2.0％の見通し。

　輸入合板の需要
1. 令和 3 年第 2 四半期の実績について　　　今回（632 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�低水準の港湾在庫と入港見込み量から、見合った需要見込みであったが、製材品代替需要である

LVL の大幅増加の＋要因も加わり、結果は見込みを超え前年同期比＋ 4.1％であった。

2. 令和 3 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（600 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�マレーシアのロックダウンによる大幅な生産減少は見込まれるものの、薄物・中厚、構造用合板、

型枠用合板は流通在庫もなく引き合いは強い状況が続いている。前年は極めて低い入港量だった
ことから、需要量は大幅に回復し前年同期比＋ 28.6％の見込み。

3. 令和 3 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（620 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�コロナクラスターによるマレーシアの日本向け工場の 9 月の生産停止は、製品代替えの困難さか

ら今期の入港予想への－要因となる見通し。前期に引き続き、流通在庫が充足される状況にはほ
ど遠く、マレーシア等のコロナ過による生産の不安定な状況から、引き続き強い引き合いは続く
見通し。

　（前年同期との差異について）
　�前年は第 3 四半期同様に低い水準の入港量であったことから、需要量は大幅に回復し前年同期比

＋ 19.4％の見通し。

4. 令和 4 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（580 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�マレーシア等のコロナ過に加え、今後予想される雨期における原木出材難が生産の不安定さを一

層増し、成約量減少と価格上昇により入港は減少し、需要も減少の見通し。一方、建築現場の型
枠用合板の実際の使用でのひっ迫感が出てくるかは、今後注意が必要。

　（前年同期との差異について）
　前年同期比－ 2.3％の見通し。

（Unit：1,000㎥）

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2021(R3) 4-6
前回予測 (1,374) (790) (584) (1,350) (760) (590) (1,044.431) (120.410) (924.021)

実績 1,429.077 799.083 629.994 1,458.000 825.780 632.220 991.508 63.713 927.795

7-9
前回予測 (1,324) (810) (514) (1,310) (780) (530) (1,058.431) (150.410) (908.021)

見込み 1,454.000 800.000 654.000 1,400.000 800.000 600.000 1,045.508 63.713 981.795

10-12
前回予測 (1,358) (830) (528) (1,330) (800) (530) (1,086.431) (180.410) (906.021)

見通し 1,456.000 830.000 626.000 1,450.000 830.000 620.000 1,051.795 64.000 987.795
計 5,713.000 3,207.000 2,506.000 5,686.000 3,240.000 2,446.000

2022(R4)1-3 見通し 1,394.000 800.000 594.000 1,380.000 800.000 580.000 1,065.795 64.000 1,001.795


